「今後の進めかた」に対する意見　　　　1月21日全体会の討議参考資料
1、 第6グループの意見

　　　（第6グループから、策定委員会に提出された提案のうち、全体会のテーマとして持ち込まれたもの）

· 策定委員会は大綱案提出で解消し、以後の検討はグループ相互の協議を経て、全体会で行う。

· 条例化に当たっては起草委員を選定し、全体会への原案の提出を委嘱する。

2、 幹事会、策定委員会などで出された意見

· これからは、策定委員会と推進委員会の合同委員会を、何度か設定したほうがよい。

· 会員が全体の状況をつかみやすくするための工夫が必要だ。

例えば、これからしばらくの間は、策定部会の全体討議の場を増やすようにすべきだ。また、グループ討議が終わった後、各グループごとに全員にたいする発表の機会を持つこともいいのではないか。

☆　当分の間は、（例えば2月6日、3月７日の）「全体会」ではなく、「策定部会の全体討議」として運営すべきだ。
　　☆　起草委員会には、極めて高い専門性が要求されると思われる。専門家を交えることは当然として、場合によっては、議会、行政と協働の形をとることも視野にいれて検討する必要がある。
